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Book1 

ヒマラヤと地球温暖化―消えゆく氷河 
著者：中尾 正義 編集 出版社：昭和堂 
コメント：雪氷の世界に生きる不思議な生物，雪氷生物は 
世界各地の氷河で発見されてい ます。雪氷生物について， 
もっと知りたい人はこの本を一読を。私自身が書いています。 
 
Book2 

北極圏のサイエンス  
著者：赤祖父俊一 出版社：誠文堂新光社 
コメント：オーロラに魅せられて日本からアラスカに渡って 
オーロラ研究の第一人者になった著者が，北極圏研究の 
面白さを紹介した本．地球環境にとって北極 圏研究が 
いかに重要かがわかります。 
 
Book3 

地球最北に生きる日本人-イヌイット大島育雄との旅  
著者：武田剛 出版社：フレーベル館 
コメント：北極圏の氷の世界には，昔からイヌイット（エスキモー） 
と呼ばれる人々が住んでいました。日本からグリーンランドに 
うつりすんだ大島さんの狩猟 生活を紹介。 
現地に住む人から見た温暖化の現実。 
 
 

※掲載されている本はN棟3階ブックツリーのテーマ展示コーナーに配架されます。 
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